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1．導入の背景と目的（概要）

　・　導入の背景
　　　－社内指標の限界

　　　　　　→市場に適応するスキル標準の必要性

　　　－ ＳＩ事業への本格参入

　　　　　　→社員技術者採用、育成の必要性

　　　－個々のエンジニアのキャリア目標の設定

　　　　　　→現状認識と今後どうすればよいのかの指標の必要性

・　導入の目的
　　　－エンジニアの育成
　　　－企業競争力の強化
　　　－ ＳＩサービスレベルの向上
　　　－派遣スタッフ層への展開

　・　導入の背景
　　　－社内指標の限界

　　　　　　→市場に適応するスキル標準の必要性

　　　－ ＳＩ事業への本格参入

　　　　　　→社員技術者採用、育成の必要性

　　　－個々のエンジニアのキャリア目標の設定

　　　　　　→現状認識と今後どうすればよいのかの指標の必要性

・　導入の目的
　　　－エンジニアの育成
　　　－企業競争力の強化
　　　－ ＳＩサービスレベルの向上
　　　－派遣スタッフ層への展開
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2．ＩＴスキル標準を導入する狙い（効果）

-企業、プロジェクトの要求する人材とエンジニアのスキルレベルを
標準化することにより、人材配置の向上を図る。

-ビジネスの最大化に必要な人材育成への最適な投資判断が効率
的かつ効果的に図る。

-継続的なスキルの定量的測定から、経営戦略に沿った長期的な
人材育成計画の策定を図る。

-個人のキャリアパスを明確にし、パフォーマンスとモチベーション
の向上を図る。

-上司、部下間の能力評価時のコミュニケーションツールを提供し、
納得のいく評価のフィードバックと課題の提示を図る。

-企業、プロジェクトの要求する人材とエンジニアのスキルレベルを
標準化することにより、人材配置の向上を図る。

-ビジネスの最大化に必要な人材育成への最適な投資判断が効率
的かつ効果的に図る。

-継続的なスキルの定量的測定から、経営戦略に沿った長期的な
人材育成計画の策定を図る。

-個人のキャリアパスを明確にし、パフォーマンスとモチベーション
の向上を図る。

-上司、部下間の能力評価時のコミュニケーションツールを提供し、
納得のいく評価のフィードバックと課題の提示を図る。
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3．ＩＴスキル標準の導入手段

-あるべき姿を設定
・To Be Function Modelの構築
・Tempstaff Technologies Framework定義

-目標人材モデルの定義
・エンジニアの方々のスキルセット策定
・Tempstaff Technologies Framework定義へのスキル展開

-スキル管理システムの活用
・スキル定義などコンテンツの整備
・スキルセット/Framework搭載と活用

-あるべき姿を設定
・To Be Function Modelの構築
・Tempstaff Technologies Framework定義

-目標人材モデルの定義
・エンジニアの方々のスキルセット策定
・Tempstaff Technologies Framework定義へのスキル展開

-スキル管理システムの活用
・スキル定義などコンテンツの整備
・スキルセット/Framework搭載と活用
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To Be Function Model（一部）
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業務遂行に必要なスキルの洗出し

職種別
業務プロセス

職務機能の目的

To Be Function Model

手段
　/目的

手段
　/目的

手段
　/目的

手段
　/目的

手段
　/目的

手段
　/目的

具体的手段具体的手段 具体的手段 具体的手段具体的手段

取得資格業務知識

要素技術

ﾊﾟｰｿﾅﾙｽｷﾙ

業界知識

■人材派遣業務
■会計業務・財務管理業務
■マーケティング業務
■営業・営業管理業務
　・・・・

■人材サービス業
■製造業
■情報通信業
　・・・・

■メソッド
　・ソフトウェア開発技法
　・プロジェクト管理技法
■ハードウェア
　・ハードウェア
■ソフトウェア
　・OS
　・開発言語、ツール
　・・・・
■データベース
　・データベース
■ネットワーク
　・ネットワーク

■コミュニケーション
■リーダーシップ
■ネゴシエーション

SSI-ITSSに搭載されているスキル項目に
カテゴライズしながら固有スキルを洗い出す

スキル領域　

■プロジェクト遂行共通
■提案活動
■業務分析
■基本設計
■開発
■移行、運用保守・

・Enterprise　Architectureの業務分析手法

・Function Modeling技法

各Function遂行上必要なスキルの抽出

■IT系資格
　・ベンダ資格
　・公的資格
　・・・・
■非IT系資格
　・プロジェクトマネジメント
　・・・・
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ＳＩ事業部で必要なスキルが明確化

・業務遂行スキル ・要素技術スキル
マーケティング ソフトウェア
ビジネス戦略・推進・運用管理 ネットワーク
システム構築・運用 ハードウェア
プロジェクトマネジメント メソッド

・パーソナルスキル ・資格試験
ネゴシエーション ベンダ、ベンダ中立資格
コミュニケーション 公的資格
リーダシップ

・業務・業界
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 幅広い業務知識・経験
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 幅広い業界知識・経験

・業務遂行スキル ・要素技術スキル
マーケティング ソフトウェア
ビジネス戦略・推進・運用管理 ネットワーク
システム構築・運用 ハードウェア
プロジェクトマネジメント メソッド

・パーソナルスキル ・資格試験
ネゴシエーション ベンダ、ベンダ中立資格
コミュニケーション 公的資格
リーダシップ

・業務・業界
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 幅広い業務知識・経験
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 幅広い業界知識・経験
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目標人材モデルのスキルセット策定

System
　Sales

Project
Management

Application 
Specialist

Application Specialistに
必要なスキルをセット

Project Managementに
必要なスキルをセット

System Saleに必要
なスキルをセット
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Tempstaff Technologies Framework
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ＩＴスキル標準と
Tempstaff Technologies Frameworkの関係
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職種 マーケティング セールス コンサルタント ＩＴアーキテクト プロジェクトマネジメント ＩＴスペシャリスト
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ソフトウェア
デベロップメント
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専門分野
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ハイレベル：社内において当該職種／専門分野に係るﾃｸﾉﾛｼﾞやﾒｿﾄﾞﾛｼﾞ、ﾋﾞｼﾞﾈｽをﾘｰﾄﾞするﾚﾍﾞﾙ。特にﾚﾍﾞﾙ7は、市場全体から見ても先進的なｻｰﾋﾞｽの開拓や市場化をﾘｰﾄﾞする。ｽｷﾙ開発においても、社内戦略の策定・実行に大きく貢献することが求められる。

ミドルレベル：ｽｷﾙの専門分野が確立し、自らのｽｷﾙを駆使することによって、業務上の課題の発見・解決をﾘｰﾄﾞすることができるﾚﾍﾞﾙ。ｽｷﾙ開発においても、自らのｽｷﾙの研鑽を止めることなく、また、下位ﾚﾍﾞﾙの育成に積極的に貢献することが求められる。

エントリレベル：ｽｷﾙの専門分野が確立するにはいたっておらず、当該職種の上位ﾚﾍﾞﾙの指導の下で、業務上における課題の発見・解決を行うことができるﾚﾍﾞﾙ。ｽｷﾙ開発においては、自らのｷｬﾘｱﾊﾟｽ実現に向けて積極的なｽｷﾙの研鑽が求められる。

テンプスタッフ・テクノロジー社
　スキルセット　

取得資格

業務知識

要素技術

ﾊﾟｰｿﾅﾙｽｷﾙ

業界知識

■IT系資格
　・ベンダ資格
　・公的資格
　・・・・
■非IT系資格
　・プロジェクトマネジメント
　・・・・

■人材派遣業務
■会計業務・財務管理業務
■マーケティング業務
■営業・営業管理業務
　・・・・

■人材サービス業
■製造業
■情報通信業
　・・・・

■マーケティング

■メソッド
　・ソフトウェア開発技法
　・プロジェクト管理技法
■ハードウェア
■ソフトウェア
■データベース
■ネットワーク
　・・・・

■コミュニケーション
■リーダーシップ
■ネゴシエーション

　・・・・

■プロジェクト遂行共通
■提案活動
■業務分析
■基本設計
■開発
■移行、運用保守

　・・・・・

ITスキル標準フレーム
ワークの活用

企業人材モデルの
活用



Copyright © Standard Skills Institute co.,ltd, 2004-2005. All rights reserved.

4．今後の課題

１． 研修ロードマップの検討・作成

２． ヒューマンスキル（独自スキル）作成

３． ITSSフレームワークへの社外対応（調達）

４． 要員アサイン方法の検討

１． 研修ロードマップの検討・作成

２． ヒューマンスキル（独自スキル）作成

３． ITSSフレームワークへの社外対応（調達）

４． 要員アサイン方法の検討
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